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高軒高ハウスでのハイワイヤー誘引栽培 

におけるトマト品種特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

農業技術センターでは高軒高ハウスでの

環境制御によるトマト多収生産技術の開発

に取り組んでいます。今回は、オランダで

育成された大玉品種の‘シルビアーナ’(E

nza)、‘富丸ムーチョ’(De Ruiter Seed

s)、中玉品種の‘ピノッソ’・‘ヒバチ’

(Rijk Zwaan)、‘ボレロ’・‘カンパリ’

(Enza)と農研機構・野菜花き研究部門で育

成された‘安濃交9号’の収量・果実品質

について比較した結果を紹介します。 

可販果収量は、給液ECを2.5ds/mで管理

した場合、大玉品種では33～36kg/m2程度、

中玉品種では27～33kg/m2程度が得られ、1

果重が大きい品種では収量が多い傾向が示

されました(図1)。ただし、1果重が大きい

品種では給液ECを3.5ds/mで管理した場合

に収量が減少する傾向も示されました(デ

ータ省略)。 

糖度および酸度は、収量が多い品種で低

い傾向が認められました(図2)。また、給

液EC 2.5ds/m(低区)に比べて3.5ds/m(高

区)で高まりやすいものの、給液ECの違い

が糖度・酸度に影響する程度は品種によっ

て異なることが考えられました(図2)。 

今後は温室内のCO2濃度、気温および給

液ECを組み合わせて収量・果実品質に影響

を及ぼす要因を解析していく予定です。 

(施設野菜担当 橋田祐二 088-863-4918) 

【耕種概要】台木：‘マ
キシフォート’、定植：
2015年 8月 18日。栽培
終了：2016年 6月 30日、
栽培方式：循環式ロック
ウール栽培、培養液：グ
ロダン社養液組成、炭酸
ガス施用：500ppmを目
標に液化炭酸ガスを群
落内に施用、栽植密度：
2.5～3.75茎/m2、仕立て
方法：ハイワイヤー誘引
栽培、2～3本仕立て。
温度管理：オランダ参考
温度管理(9～6月平均 2
4時間気温：21.2℃) 

図 1 月別可販果収量(左：大玉品種、右：中玉品種、給液 EC 2.5ds/mで栽培) 栽培状況 

図 2 2～6月の平均糖度・酸度(左図：大玉品種、右図：中玉品種、上段：糖

度、下段：酸度、図中の高は給液 EC 3.5ds/m、低は給液 EC 2.5ds/mで

の管理を示す。各品種 2週毎に 3～5果計測した期間平均値。n = 52～5

5、エラーバーは標準誤差) 

ピノッソ ヒバチ ボレロ カンパリ

6月
5月
4月
3月
2月
1月
12月
11月
10月
9月0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

シルビ

アーナ

富丸

ムーチョ

安濃交

9号

可
販
果
収
量

（
kg

/m
2 ）

4.0 

4.5 

5.0 

5.5 

6.0 

6.5 

糖
度

（
Br

ix
％
）

0.0 

0.2 

0.4 

0.6 

0.8 

高 低 高 低 高 低

シルビ

アーナ

富丸

ムーチョ

安濃交

9号

高 低 高 低 高 低 高 低

ピノッソ ヒバチ ボレロ カンパリ

酸
度


